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博物館セミナーに参加しました！
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小田城跡のいいところ概説

知識情報・図書館学類生であれば誰でも歓迎します。
私たちと一緒に学類誌「MILK」を作ってみませんか？

ミーティングは毎週 1回
興味がある方はぜひ Twitter の DMまで！
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Twitter:@KLISMILK
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授
業
進
行　
そ
の
１

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
に
向
け
た
基
礎
固
め

　
講
義
で
は
、企
画
立
案・進
行
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
、認
知
症

に
関
す
る
知
見
を
深
め
ま
す
。

〇
Ｗ
Ｂ
Ｓ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
企
画
立
案
に
あ
た
り
必
要
に
な
る
も
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
す
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、コ
ス
ト
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、

リ
ス
ク
と
い
っ
た
要
件
を
洗
い
出
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。

　
立
案
後
、企
画
の
実
現
に
向
け
ス
コ
ー
プ（
要
件
の
範
囲
）を
整

理
し
ま
す
。こ
の
と
き
、要
件
を
最
小
限
ま
で
分
割
し
た
も
の
を

W
BS

（W
ork Breakdow

n Structure
）と
い
い
、WBS

を
定
め
る

こ
と
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
達
成
に
必
要
な
す
べ
て
の
要
素
を
把
握
し

や
す
く
し
ま
す
。

〇
認
知
症
と
図
書
館

　

世
界
で
も
有
数
の
超
高
齢
社
会
で
あ
る
日
本
は
、高
齢
に
よ
っ

て
進
行
し
や
す
い
認
知
症
と
向
き
合
う
社
会
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

な
り
え
ま
す
。ま
た
医
学
の
進
歩
に
よ
り
認
知
症
は
解
明
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、そ
の
要
因
と
症
状
が
多
岐
に
渡
る
た
め
に
、認
知

症
の
社
会
的
理
解
の
促
進
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。全
て

の
市
民
に
開
か
れ
た
公
共
図
書
館
は
、認
知
症
の
人
や
家
族
を
支

援
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち
、か
つ
情
報
拠
点
と
し
て
認
知
症

の
正
し
い
知
識
を
社
会
に
発
信
で
き
る
、認
知
症
と
親
和
性
の
高

い
公
共
施
設
で
す
。

〇
認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
課
題

　
認
知
症
と
は
、記
憶
力
や
判
断
力
な
ど
の
認
知
機
能
が
低
下
し

た
状
態
を
さ
し
ま
す
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
や
血
管
性
認
知
症
を

は
じ
め
、要
因
は
多
岐
に
渡
り
、か
つ
症
状
や
度
合
も
人
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、一
人
ひ
と
り
へ
の
細
や
か
な
支
援
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

認
知
症
は
前
段
階
で
あ
るM

CI

か
ら
進
行
し
、早
期
受
診
と
訓

練
に
よ
っ
て
進
行
を
鈍
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
認
知

症
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、記
憶
障
害
や
見
当
識
障
害
等
の
中
核

症
状
で
は
な
く
、環
境
要
因
や
心
理
要
因
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
誘
引
さ
れt

るBPSD

に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

参考文献　
・内閣府.令和4年度版高齢社会白書.内閣府HP.
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2022/zenbun/04pdf_index.html (2023-12-18閲覧)
・呑海沙織.認知症にやさしいガイドライン.超高齢社会と図書館研究会，2017.
・茨城県．認知症の理解．茨城県HP．
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chiiki/ninchi/ninchishou.html（2023-12-18閲覧）
・つくば市．つくば市オレンジカフェ（認知症カフェ）．つくば市HP．
https://www.city.tsukuba.lg.jp/soshikikarasagasu/fukushibu-
chiikihokatsushienka/gyomuannai/2/1/1001345.htmlchiikihokatsushienka/gyomuannai/2/1/1001345.html
（2023-12-18閲覧）

コラム　アンコンシャス・バイアスとマイクロアグレッション
アンコンシャス・バイアスとは、「無意識の思い込み」「偏見」を指す言葉です。
マイクロアグレッションとは、「意図しない小さな攻撃性」を指す言葉です。
かつて認知症がまだ社会的に認知されていなかった時代、Dementiaに当たる用語として「痴呆」が使用されていまし
た。平成16年を期に、正式に「認知症」という言葉が成立しましたが、「痴呆」という表現から当事者の尊厳が傷つけら
れてきたとともに、その言葉のイメージによって症状を周りに隠す、認知症の人を家に閉じ込めるといった否定的な
行動がとられ、認知症の早期発見も妨げられてきました。
BPSDは不安といった心理要因によっても誘引されます。マイクロアグレッションを意識し、当人の尊厳を傷つけない
よう配慮することで、BPSDの症状を緩和することもできます。
図書館には、このような無意識の偏見を是正し、新たな知識へのアップデートを促す使命も担っているのです。

PBL型図書館サービスプログラム開発に参加し、プロジェクト進行の難しさと利用者へ情報を発信する大切さを身をもって体感
しました。そして、認知症という概念を通して、開かれた場としての図書館、知識情報基盤としての図書館の重要性を再認識する
ことができました。図書館の役割を実践的に学べる貴重な機会ですので、気になった方は是非、来年度に受講してみてください。
最後に、本企画に協力してくださったカフェロマンの吉村さん、作業療法士の前田先生、つくば市立中央図書館の柴原館長なら
びに図書館員の方々、つくば市地域包括支援課の方々、そして吞海先生、武田先生、松村先生、どうもありがとうございました。

　

講
義
と
並
行
し
て
、展
示
企
画
の
実
施
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
進
め
て
い
き
ま
す
。今
年
度
は
受
講
生
六
人
を
一
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、『Let’s Recognize Dem

entia! 

ー 

認
知
症
を

認
知
し
よ
う
!  

』を
テ
ー
マ
に
認
知
症
入
門
者
向
け
の
展
示
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

企
画
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
コ
ー
プ
記
述
書
か
ら
作
成
さ
れ
た

進
行
計
画
を
元
に
進
め
ま
す
。今
回
は
情
報
・
成
果
物
共
有
用
に

M
icrosoft Team

s

を
、タ
ス
ク
管
理
用
にAsana

を
利
用
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
企
画
は
部
門
を
六
つ
に
分
け
、部
門
ご
と
に
展
示
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
〇
触
れ
る・学
ぶ
エ
リ
ア

　
認
知
症
関
連
書
籍
の
展
示
に
向
け
、つ
く
ば
市
立
中
央
図　
書

館
の
蔵
書
リ
ス
ト
と
書
架
を
元
に
、よ
り
テ
ー
マ
に
合
っ
た
展
示

に
な
る
よ
う
類
型
化
を
実
施
。

〇
体
感
エ
リ
ア

　

Unity

を
用
い
て
、認
知
症
の
人
の
視
点
を
体
感
で
き
る
視
覚

メ
デ
ィ
ア
を
制
作
。

〇
相
談・交
流
エ
リ
ア

　
つ
く
ば
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
協
力
の
元
、支
援
施
設
と

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
紹
介
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
。

〇
つ
な
が
る
ボ
ー
ド

　
展
示
閲
覧
者
が
自
由
に
意
見
を
書
き
込
め
る
ボ
ー
ド
を
設
置
。

〇
ポ
ス
タ
ー・ビ
ラ

　
企
画
周
知
と
展
示
補
助
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー・ビ
ラ
を
制
作
。

　
こ
れ
ら
の
企
画
展
示
は
９
月
１
３
日
か
ら
２
９
日
ま
で
、つ
く

ば
市
立
中
央
図
書
館
に
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
最
終
日
に

は
、認
知
症
当
事
者
の
方
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

方
々
を
お
招
き
し
て
、館
内
で
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

授
業
進
行　
そ
の
２

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
着
手
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認知症を体感する
認知症によって引き起こされるBPSD（周辺症状）には、
徘徊や多動といった行動に表れるものから、幻覚や抑
うつといった精神的なものまで様々です。
左図の例は「玄関に落とし穴がある」ように見える幻覚
のケースを表しています。これは玄関に敷かれた黒い
マットが認知できないことによって落とし穴と誤認して
います。このような環境要因を把握し取り除くことも、
認知症の人が過ごしやすい空間をつくる第一歩です。▲玄関の黒いマットが、落とし穴に見えてしまう。

　壁の模様によって人間の幻覚を見ることも。

授
業
進
行　
そ
の
３

い
ざ
、企
画
展
実
施
！

認知症に触れる・認知症を学ぶ
認知症の導入を補佐するエッセイ、小説、児童書と
いった書籍を「触れる」ための本として整理。
認知症全般について解説された「基本書籍」に加え、
より専門的な本は「MCI」「原因疾患」「BPSD」「地域支
援」の四部門に細分化し「学ぶ」ための本として整理。
合計90冊越えの書籍を一部貸出禁として展示し、
見栄えと利便性を両立した展示となりました。

▲認知症が多種多様であれば書籍も……とは
いかず。大半が「基本書籍」でしたが、専門医、
当事者にルポライターと著者は多様です。

オレンジカフェ開催
オレンジカフェ（認知症カフェ）は、誰でも参加可能な
認知症の方のための交流の場です。名称には認知症
支援のテーマカラーであるオレンジに、”集う場所”の
カフェを充てられています。普段はレクリエーション等
も用意されていますが、今回は座談会ということで趣
味や介護の最新技術について、楽しくお話しさせてい
ただきました。
オレンジカフェはつくば市でも毎月様々な施設で開催
されています。

▲認知症当事者の吉村さんをはじめ、大人
数で実施。参加すれば認知症の印象がガラッ
と変わるはず。
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宮沢賢治と〇〇
　ちょうど 90 年前の 1933 年に 37 歳の若さでこの世を去った宮沢賢治。現在では、彼の作品は老若男女に親しまれ、小学校
の教科書にも作品が載っている。しかし、生前に刊行された著書は詩集『春と修羅』、童話集『注文の多い料理店』のわずか 2冊。
　37 年の短い生涯で作家だけではなく、教師、宗教家など多方面で活躍した宮沢賢治の世界へようこそ！（担当：岸岡）

一
八
九
六
年
　
岩
手
県
で
生
ま
れ
る
。

一
九
〇
六
年
　
十
歳
　
鉱
物
や
植
物
、

昆
虫
採
集
に
熱
中
。

一
九
一
五
年
　
十
九
歳
　
盛
岡
高
等
農

林
学
校
（
現
岩
手
大
学
農
学
部
）
に
入

学
。

一
九
二
〇
年
　
二
四
歳
　
国
柱
会
信
行

部
に
入
会
。

一
九
二
一
年
　
二
五
歳
　「
ど
ん
ぐ
り

と
山
猫
」、「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
な

ど
多
く
の
童
話
を
創
作
。

一
九
二
二
年
　
二
六
歳
　
妹
ト
シ
が
二

四
歳
で
死
去
。

一
九
二
四
年
　
二
八
歳
　『
注
文
の
多

い
料
理
店
』
を
刊
行
。

一
九
二
六
年
　
三
十
歳
　
岩
手
国
民
高

等
学
校
で
農
民
芸
術
論
を
講
義
。

一
九
二
七
年
　
三
一
歳
　
花
巻
温
泉
南

斜
花
壇
を
作
る
。

一
九
三
一
年
　
三
五
歳
　
東
北
砕
石
工

場
技
師
と
な
る
。『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』

を
書
く
。

一
九
三
二
年
　
三
六
歳
「
グ
ス
コ
ー
ブ

ド
リ
の
伝
記
」
を
発
表
。

一
九
三
三
年
　
三
七
歳
　
法
華
経
一
千

部
を
印
刷
し
て
知
人
に
配
布
す
る
よ
う

父
に
遺
言
し
、
死
去
。

参考文献
花巻市役所 . “宮沢賢治について” . 花巻市 .https://www.city.hanamaki.iwate.jp/miyazawakenji/about_kenji/index.html, ( 参照 2023-11-26).
“作家別作品リスト：No.81” . 青空文庫 . https://www.aozora.gr.jp/index_pages/person81.html#sakuhin_list_1, ( 参照 2023-11-26).
花巻商工会議所　賢治・星めぐりの街づくり推進協議会 . 賢治　星めぐりの街 .http://www.harnamukiya.com/index.html, ( 参照 
2023-11-24).
東洋経済新報社 . “｢宮沢賢治｣が生前ほとんど評価されなかった背景” . 東洋経済オンライン . https://toyokeizai.net/articles/-/638465, ( 参照 
2023-11-24).
《宮沢賢治没後 90 年㊤》宮澤賢治と法華経信仰”. 中外日報 . https://www.chugainippoh.co.jp/article/ron-kikou/ron/20230908-001.html, ( 参
照 2023-11-26).

　
賢
治
は
生
涯
の
中
で
、
約
百
篇
の
童
話

を
生
み
出
し
た
。

　
賢
治
と
童
話
の
出
会
い
は
、
小
学
校
三

年
生
の
時
の
担
任
・
八
木
英
三
が
話
し
て

く
れ
た
童
話
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
。
一
九
二
一
年
一
月
に
上
京
し
た
際
に

は
、
多
く
の
童
話
を
書
い
た
。
そ
し
て
、

一
九
二
四
年
に
は
、
童
話
集
『
注
文
の
多

い
料
理
店
』
を
出
版
し
た
。

　
賢
治
の
作
品
は
、
生
前
に
は
ほ
と
ん
ど

評
価
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
没
後
、

草
野
心
平
や
高
村
光
太
郎
ら
の
尽
力
に

よ
っ
て
遺
稿
の
出
版
が
相
次
ぎ
、
だ
ん
だ

ん
と
知
名
度
を
高
め
た
。

童
話
の
特
徴
①
　
オ
ノ
マ
ト
ペ

　「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
の
「
一
本
の
ぶ
な

の
木
の
し
た
に
、
た
く
さ
ん
の
白
い
き
の

こ
が
、
ど
っ
て
こ
ど
っ
て
こ
ど
っ
て
こ
と
、

変
な
楽
隊
を
や
っ
て
ゐ
ま
し
た
。」
や
、「
や

ま
な
し
」
の
「
ク
ラ
ム
ボ
ン
は
か
ぷ
か
ぷ

笑
っ
た
よ
。」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
で
印
象
的

な
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
多
用
し
て
い
る
。

童
話
の
特
徴
②
　
自
然

　
賢
治
の
作
品
の
中
に
は
、
植
物
や
動
物

な
ど
、
多
く
の
自
然
が
登
場
す
る
。「
ツ
ェ

ね
ず
み
」、「
よ
だ
か
の
星
」
と
い
っ
た
動

物
が
主
人
公
の
童
話
も
多
い
。
彼
の
作
品

か
ら
は
、
自
然
へ
の
愛
や
熱
い
思
い
が
読

み
取
れ
る
。

宮
沢
賢
治
と
童
話

宮
沢
賢
治
の
生
涯

　
賢
治
は
、
父
親
や
伯
母
の
影
響
で
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
仏
教
の
信
仰
に
熱
心
な
家
庭
で
育
て
ら

れ
た
。
二
十
二
歳
の
時
に
父
親
に
宛
て
た
手
紙

の
中
で
は
、
法
華
経
を
信
仰
す
る
決
意
を
述
べ

て
い
る
。
二
十
四
歳
の
時
に
は
、
日
蓮
を
信
奉

し
た
田
中
智
学
が
創
設
し
た
宗
教
団
体
・
国
柱

会
に
入
信
し
た
。

　
彼
の
宗
教
観
は
、
彼
の
作
品
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

宮
沢
賢
治
と
宗
教

　
賢
治
は
、
現
在
の
岩
手
県
花
巻
市
に
生
ま
れ

た
。
賢
治
に
よ
る
造
語
で
あ
る
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ

は
、
彼
が
生
ま
れ
育
っ
た
岩
手
県
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
を
指
す
言
葉
で
、
童

話
の
主
な
舞
台
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
花

巻
市
に
も
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
な
ど
の
作
品
の

題
材
や
モ
デ
ル
に
な
っ
た
場
所
が
多
く
存
在
す

る
。
　

　
花
巻
市
に
は
、
宮
沢
賢
治
記
念
館
や
宮
沢
賢

治
童
話
村
な
ど
、
宮
沢
賢
治
の
世
界
に
触
れ
ら

れ
る
施
設
も
あ
る
。

宮
沢
賢
治
と
岩
手

　
賢
治
が
作
っ
た
詩
は
約
八
百
篇
あ
る
。

　
一
九
二
四
年
に
は
、
生
前
に
唯
一
刊
行
し
た

詩
集
で
あ
る
『
春
と
修
羅
』
を
自
費
出
版
し
た
。

賢
治
は
『
春
と
修
羅
』
を
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
呼

ん
だ
。

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

　
賢
治
は
、
亡
く
な
る
約
二
年
前
に
、
病
床
で

手
帳
に
こ
の
詩
を
書
い
た
。
最
後
の
一
文
は
、「
サ

ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ 

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ
」。
賢
治
が

理
想
の
自
分
を
書
き
表
し
た
も
の
と
言
え
る
。

「
永
訣
の
朝
」

　
こ
の
詩
は『
春
と
修
羅
』に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

賢
治
の
最
愛
の
妹
で
あ
る
ト
シ
の
死
に
対
す
る

思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
人
が

幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
と
の
祈
り
も
込
め
ら
れ
て

い
る
。

宮
沢
賢
治
と
詩

　
賢
治
は
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
（
現
・
岩
手

大
学
農
学
部
）
に
進
ん
だ
。
卒
業
後
に
は
稗
貫

農
学
校
（
現
・
花
巻
農
業
高
等
学
校
）
教
諭
と

な
り
、
四
年
四
か
月
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を
執
っ

た
。
一
九
二
六
年
に
は
、
自
宅
兼
私
塾
で
あ
る

羅
須
地
人
協
会
を
設
立
し
、
肥
料
相
談
に
乗
っ

た
り
、
農
業
や
芸
術
の
講
義
を
行
っ
た
り
し
た
。

彼
の
芸
術
論
は
『
農
民
芸
術
概
論
綱
要
』
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
羅
須
地
人
協
会
の
黒
板
に
書
か
れ
た
「
下
ノ

畑
ニ
居
リ
マ
ス
　
賢
治
」
の
書
き
置
き
は
有
名

で
あ
る
。

宮
沢
賢
治
と
農
業

童話紹介

　
よ
だ
か
は
、
見
た
目
の
せ
い
で
他
の

鳥
た
ち
か
ら
嫌
わ
れ
、
い
じ
め
ら
れ
て

い
た
。
居
場
所
を
失
い
、
夜
空
を
飛
び

続
け
る
よ
だ
か
は
、
自
分
の
体
が
青
く

美
し
い
光
と
な
り
、
静
か
に
燃
え
て
い

る
の
を
見
た
。

「
あ
あ
、
か
ぶ
と
む
し
や
、
た
く
さ
ん

の
羽
虫
が
、
毎
晩
僕
に
殺
さ
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
た
だ
一
つ
の
僕
が
こ
ん
ど
は

鷹
に
殺
さ
れ
る
。
そ
れ
が
こ
ん
な
に
つ

ら
い
の
だ
。」

「
そ
し
て
よ
だ
か
の
星
は
燃
え
つ
づ
け

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
燃

え
つ
づ
け
ま
し
た
。」

よ
だ
か
の
星

フ
ラ
ン
ド
ン
農
学
校
の
豚

グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記

ど
ん
ぐ
り
と
山
猫

　
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
森
で
両
親
と
妹
ネ

リ
と
暮
ら
し
て
い
た
グ
ス
コ
ー
ブ
ド

リ
。
し
か
し
、
冷
害
が
森
を
襲
い
、
家

族
を
失
っ
て
し
ま
う
。
ブ
ド
リ
は
火
山

を
活
性
化
さ
せ
て
寒
波
を
止
め
る
た
め

に
、
あ
る
決
意
を
す
る
・
・
・
。

　
科
学
技
術
へ
の
期
待
や
自
己
犠
牲
が

テ
ー
マ
の
物
語
で
あ
る
。

「
私
の
よ
う
な
も
の
は
、
こ
れ
か
ら
た

く
さ
ん
で
き
ま
す
。
私
よ
り
も
っ
と

も
っ
と
な
ん
で
も
で
き
る
人
が
、
私
よ

り
も
っ
と
立
派
に
も
っ
と
美
し
く
、
仕

事
を
し
た
り
笑
っ
た
り
し
て
行
く
の
で

す
か
ら
。」

　
フ
ラ
ン
ド
ン
王
国
で
は
、
家
畜
を
殺
そ

う
と
す
る
者
は
、
そ
の
家
畜
か
ら
死
亡
承

諾
書
を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
法
律
が
発
令
さ
れ
た
。
農
学
校
で
飼

わ
れ
て
い
る
豚
が
殺
さ
れ
る
ま
で
の
、
人

間
に
よ
る
豚
の
扱
い
や
豚
の
苦
悩
を
書
い

た
物
語
。

　
冒
頭
の
原
稿
は
消
失
し
て
い
る
。

　
命
の
大
切
さ
や
食
べ
物
へ
の
感
謝
を
感

じ
ら
れ
る
物
語
だ
。

「「
先
頃
の
死
亡
承
諾
書
ね
、
あ
い
つ
へ
今

日
は
ど
う
し
て
も
、
爪
判
を
押
し
て
貰
い

た
い
。
別
に
大
し
た
事
じ
ゃ
な
い
。
押
し

て
呉
れ
。」「
い
や
で
す
い
や
で
す
。」
豚

は
泣
く
。」

　
あ
る
日
、
一
郎
の
も
と
に
山
猫
か
ら
、

変
な
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。「
あ
し
た
、
め
ん

ど
な
さ
い
ば
ん
し
ま
す
か
ら
、
お
い
で
ん

な
さ
い
」。
一
郎
が
森
へ
行
く
と
、
ど
ん
ぐ

り
た
ち
が”

誰
が
い
ち
ば
ん
偉
い
の
か”

に

つ
い
て
言
い
争
っ
て
い
た
。
一
郎
は
、
山

猫
を
悩
ま
せ
る
面
倒
な
裁
判
を
解
決
で
き

る
の
か
？
！

「
こ
の
な
か
で
、
い
ち
ば
ん
え
ら
く
な
く
て
、

ば
か
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、
て
ん
で
な
っ

て
い
な
く
て
、
あ
た
ま
の
つ
ぶ
れ
た
よ
う

な
や
つ
が
、
い
ち
ば
ん
え
ら
い
の
だ
。」
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2 年編集部員の展示
　私は、「一生大切にしたいと思える本との出
会い」をテーマに、今の自分を形作ったり、
特に印象に残ったりした本を集めて展示をし
た。展示した本は、自分の読書生活の原点と
も言える幼い頃に読んでいた絵本『こんとあ
き』や、価値観を変えた小説である『52 ヘル
ツのクジラたち』など、これからも何度も読
み返したい本ばかりだ。
　この展示を通して、自分自身を見つめ直す
ことができた。また、これからも新たな本と
の出会いを大切にしながら読書を続けていき
たいと改めて感じた。（執筆：岸岡）

筆者の展示
　私は、「人生を彩る本たち」をテーマに思
い入れのある本を集めて展示をした。母から
読み聞かせをしてもらうことが楽しみだった
幼少期から現在に至るまで、常にそばには本
があったことを改めて思い知らされた。展示
には、『常設展示室』という本の POP を書い
て本とともに飾った。アートが好きで手に取
り、読了後にはアートも本もより好きになっ
た、私の人生を象徴するような一冊だ。これ
からも、本とともに歩んでいきたい。

　先日、筑波大学の学園祭「雙峰祭」が開催された。
感染症対策の観点から開催が見送られていた雙峰
祭。昨年度はようやく実施に至ったものの、チケッ
ト制で来場人数が制限されるなど、行きたくても
行けなかった方、思うように活動できなかった方
も少なくないだろう。そして今年度、ついに数年
ぶりに完全な対面形式での雙峰祭が開催された。
多くの来場者が訪れ、賑わいを見せた。
　われわれ知識情報・図書館学類誌MILK 編集部も、
2 日間にわたり雙峰祭に参戦。体育・芸術エリア
内の教室にて、MILK のバックナンバーの配布と企
画展示を行った。最新号から創刊当初の貴重なも
のまで、普段はなかなか見ることのできないバッ
クナンバーが教室にずらりと並んだ様子は圧巻。
たくさんの方に手に取っていただき、多めに用意
したはずの冊子は、企画終了時にはほとんどがな
くなった。企画展示は、編集部員一人ひとりが自
分の思い入れのある本などを集めた。そして、展
示のテーマやこだわったポイントについてまとめ、
本とともに展示した。特に気に入った本は POP を
書き、本の内容や自分の思いを書き綴った。また、
編集部員が厳選した本とともに、執筆した記事も
展示した。どのような背景があってどのようなこ
とに興味関心を持っているのか、部員同士も知ら
ないことばかりで、お互いを知る良い機会にもなっ
た。

雙峰祭にお越しくださった皆さん、ありがとうございました！
雙峰祭に行くことができなかった方も大丈夫。ホームページでは、年
2 回発行されているものから研究室紹介号まで、過去の MILK をすべて
読むことができます。
次号のMILK もお楽しみに！

MILK 通信
知識情報・図書館学類誌MILK 編集部の近況を

お届けします。（担当：大橋）

▲企画を行った教室前の看板

▲展示の一部

編集部員の展示を紹介！
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 　   小田城

お気に入りのラーメン店です。　
麺や 蒼 AOI つけ麺
( 田中大陸・3年）

図書館インターンに行きました。
最終日を終えたご褒美。
（小松史乃・3年）

一人旅に出ました。大阪、楽しかっ
たです。
（大橋桃香・2年）

雙峰祭にぎわっていましたね！と
ても楽しかったです！
（岸岡あや・2年）

Credit 

「知識情報・図書館学類誌 MILK」Web 公開中。
過去のバックナンバーもご覧いただけます。
https://milk.klis.tsukuba.ac.jp/
ご意見・ご感想お待ちしています！

初めて書きます。小田城跡に行きました。
（𠮷岡秀人・1年）

23 号からお世話になります。
これから頑張りますっ！
（伊藤岳・1年）

  小田城跡のいいところ概説
ことしの 11月。つくばに来る前からずっと行ってみたかった小田城跡に行ってみました。
つくば駅から小田シャトルに乗車しておよそ 1時間ゆられ、小田東部で下車して歩くこと約 5分

小田城は筑波山山麓にあったお城で、つくば周辺を支配していた小田氏の居城です。
( 小田氏は鎌倉殿の 13 人にも登場した八田知家を祖とし、戦国最弱と呼ばれた小田
氏治などがいます )
教科書には登場しないマイナーなお城ですが、実はとてもすごいお城であることが
取材を通してわかりました。ここでは小田城の魅力を少しだけですが紹介します。

小田城のことをもっと知ってみたい方にお勧めなのが、併設している小田城跡
歴史広場案内所です。こちらの展示室では小田城と小田氏について、小田城跡
の遺構を調査して分かった時代ごとの小田城の移り変わりや出土品の展示、初
代の八田知家から 15 代の小田氏治までを絵巻風にまとめて説明するなど小田氏
を知らない人でもわかりやすいように工夫されています。
つくば駅からは片道 300 円で行ける場所なので、歴史にすこしでも興味のある
方は筑波大学にいる間にぜひ一度訪れてみてください。

小田城跡に到着しました→

土塁に囲まれた遺構が広がっています

↑空から見るとこんな感じです
(資料協力：つくば市教育委員会 )

小田城をご存じですか？

神皇正統記が執筆された場所！？
神皇正統記といえば言わずと知れた日本史の重要な文書です。
その神皇正統記が小田城で執筆されたとはどういうことでしょうか？

実は、小田城を代々居城とした小田氏は南北朝期の騒乱において後醍醐天皇側
である南朝方に与しており、当時の小田家当主であった小田治久は北畠親房を
小田城に迎え、親房は小田氏が北朝に降伏するまでのあいだ小田城で南朝の指
揮を執りつつ神皇正統記を著したそうです。

時代ごとの領主の拠点に求められる機能がわかる

小田城は鎌倉時代から戦国時代まで存在した名門一族の居城として時代の変化と
ともにその姿を大きく変化させていることが第五面まである小田城本丸跡の遺構
の発掘調査から分かっています。小田城は室町時代途中までは館でしかありませ
んでしたが、戦国時代には本格的な土塁や堀の構築など城として防御的性格を強
めています。そして末になるにつれて馬出の設置など戦闘機能を高めていく。こ
のような歴史の流れをよりわかりやすく見ることができます。
また調査の出土品の一部の展示から、宴会の痕跡など優雅な暮らしぶりが見て取
れ、関東八屋形として鎌倉以来の名門であった事実を改めて噛みしめました。

南西虎口 ( 手前 ) と南西馬出曲輪 ( 奥 )
まとめ

小田城跡歴史ひろば案内所 : 茨城県つくば市小田 2532-2
小田城跡遺構復元広場 : 茨城県つくば市小田 2377
休所日 ( 案内所のみ ) : 毎週月曜日、祝日の翌日、年末年始
電話 : 029-867-4070
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東池跡
(資料協力：つくば市教育委員会)

（担当：𠮷岡）


